
　2007 年 5 月 27 日（日）、女性と仕事の

未来館（東京都港区）にて、（財）住友生命（財）住友生命

社会福祉事業団社会福祉事業団及びＮＰＯ法人パオッコＮＰＯ法人パオッコ主催

による、「親の認知症やうつが気になるあな

たへ　別居の子にもできることとは？」と題

した「遠距離介護セミナー」が開催されまし

た。

　基調講演では、日本認知症ケア学会理事で

あり、パオッコ顧問の長田久雄パオッコ顧問の長田久雄氏（桜美林大

学大学院国際学研究科老年学専攻教授）が、

「認知症の人の心理的ケア」について解説し

てくれました。

　認知症は、「一旦は正常に発達した知能が、

その後に起こった慢性の脳機能障害のために

異常に低下してしまった状態」と定義されて

います。正常な知的機能の老化は、障害の範

囲が限定され、40 歳くらいから目立ち始め

徐々に進行し、日常生活や職業活動に支障を

きたすことはありません。しかし、認知症の認知症の

場合は部分的ではなく、包括的な知能低下が場合は部分的ではなく、包括的な知能低下が

認められ日常生活や社会活動にも支障をきた認められ日常生活や社会活動にも支障をきた

してしまいますしてしまいます。

　認知症の原因は、脳に老人班といわれるシ

ミが増えること、脳が萎縮することなどが挙

げられますが、必ずしもそうした症状のある

人すべてが、認知症を発症しているわけでは

ありません。まだまだ解明されていないこと

の多い疾患ですが、治療やケアによって症状治療やケアによって症状

を軽減したり、進行を遅らせることはできてを軽減したり、進行を遅らせることはできて

いますいます。

　「もの忘れ」「見当識障害」「判断力障害」

など認知症の中核症状といわれるものは変え

られなくても、本人にとっての不安や不快、

ストレスなどを感じないように環境を整える
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ことで、「幻覚」や「徘徊」、「異食」などの

異常行動や心理症状を回避して、快適な暮ら

しを維持していくことは可能です。

　これまで本人に適応していた環境は、認知

症を発症したことによってズレが生じてきま

す。この環境に本人を戻そうとすると、適応

できないことへの反動でより大きなズレに

なってしまいます。本人の状態をしっかり見本人の状態をしっかり見

極め、今、適応できる環境を整え、本人の変極め、今、適応できる環境を整え、本人の変

化に合わせて柔軟に対応していく化に合わせて柔軟に対応していくことができ

れば、介護をする側もされる側もお互い楽に

なれるはずです。

　ケアの原則は、「回復可能な機能の回復を

図る」「失われた機能を使う機会を減らす」「残

存能力の最大限の活用」です。正常化をあせ

らず、間違った言動を否定せず、失敗行為を

とがめずに、受容的・保護的な接し方を基本

にして、残存能力へ働きかける工夫をしてい

きましょう。日常のケアには専門性も必要で

す。一人で抱え込まず、できるだけ情報を収一人で抱え込まず、できるだけ情報を収

集し、医学的な診断・治療を受け、介護サー集し、医学的な診断・治療を受け、介護サー

ビスなども上手に使いこなしましょうビスなども上手に使いこなしましょう。

　今年、2007 年より団塊の世代が定年を迎

え、労働人口の減少が問題視されています。

と同時に、これから 10 年の間には、この団

塊の世代が高齢者の仲間に入り、人口の比率

から認知症高齢者の割合が増加することも予

測されます。いつ、だれに発症するかわから

ない認知症について、イザというときに適切

な対応ができるようにしっかり理解しておき

ましょう。

NPO 法人パオッコに関しては
http://paokko.org/

にてご覧いただけます。

はいかい



　医師などから認知症の症状を判断するため

に、「本人をよく観察して」といわれること

があります。遠距離介護などで別居している遠距離介護などで別居している

家族の場合は、「できない！」と思いがちで家族の場合は、「できない！」と思いがちで

すが、いろいろな情報を集めサービスを使いすが、いろいろな情報を集めサービスを使い

こなすことで、どうにかできるこなすことで、どうにかできるというパオッ

コ理事長の太田差惠子氏。

　パオッコの活動を通して仲間たちと共に得

てきたものを、多くの方々に広めていきたい

とこの日は、認知症介護研究・研修東京セン

ター 主任研究主幹の永田久美子氏、親の認

知症で悩んできたというパオッコ会員の朝野

栄子氏と共に「お悩み軽減ディスカッション」

を開き、離れて暮らす子世代にできることを

アドバイスしてくれました。

　名古屋で一人暮らしをしている、夫（一人

息子）の母親（当時 71 歳）の妄想が激しく

なり、2001 年より神奈川県から月に 1 回帰

省し、受診に付き添うようになったという朝

野さん。3 人の子供は幼くまだ手がかかり試

行錯誤を繰り返す中で、パオッコに入会。同

じ思いの仲間に勇気付けられ、名古屋でケア

サービスを受けるようになりました。理解し理解し

あえるケアマネジャーに巡り会え、お任せしあえるケアマネジャーに巡り会え、お任せし

ますということではなく、互いに電話で日々ますということではなく、互いに電話で日々

のことを具体的に話せる関係を築くのことを具体的に話せる関係を築くことがで

き、2003 年母親が神奈川県の有料老人ホー

ムに入居するまで、遠距離介護を続けること

ができたといいます。

　それまでも年に 3〜4 回は帰省し、母親と

も電話でよく話していましたが、いつの日か

らか時間に関係なく同じ内容の電話が頻繁に

かかってくるように。振り返ってみれば、

50 代の終わり頃から少しおかしかったよう

な、夫はもっと昔からだともいい、渦中にい

ると老化なのか病的なのか判断しづらく、嫁

の立場としてあまり大事にもできず、妄想が

激しくなり受診に至るまで、ずるずると時間

を過ごしてしまったように思えるそうです。

　介護職、看護職といったプロが認知症の方

やそのご家族とお目にかかれるのは、朝野さ

んのケースのように症状がかなり進行してか

らのことが多く、後追い的なケアになってし

まいがちなのが現状。もっと早くから支援で

きる体制・仕組みが必要だという永田氏。

　毎日一緒に居るからできることもあれば、

連続した生活の中ではあたりまえのように見

逃してしまうこともあります。離れているか

らこそたまに会ったときに、ちょっとした生ちょっとした生

活のディテールや様子を意識して確認活のディテールや様子を意識して確認するこ

とで、前と違っていることが発見しやすいと

もいえます。記憶力や判断力はもともと一人

ひとり違うので、本人がどういう経過を辿っ本人がどういう経過を辿っ

てきたのか、得意だったことがいつ頃からどてきたのか、得意だったことがいつ頃からど

のくらいできなくなってきたのかは、離れてのくらいできなくなってきたのかは、離れて

いても家族だからこそわかることいても家族だからこそわかることです。

　本人のできる部分を見てあげて、今までで

きることができなくなったことに本人が苦し

んでいるようであれば、手を貸してあげま

しょう。本人がどう暮らしたいのか、手助け

してあげられることはあるのか、話しの聞き話しの聞き

役になることは素朴だけれどとても大切なこ役になることは素朴だけれどとても大切なこ

ととです。また、当事者が今、どうなっている当事者が今、どうなっている

のか、どうしてほしいのか、ありのままの言のか、どうしてほしいのか、ありのままの言

葉をプロに伝えることも大切葉をプロに伝えることも大切だといいます。

　　


